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快
適
な
住
ま
い
や
住
宅
の
耐
久
性
の

維
持
・
向
上
等
を
目
的
と
し
て
リ
フ
ォ
ー

ム
工
事
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
一
方
で
一
部
の
業
者
に
よ
る
悪
質

リ
フ
ォ
ー
ム
被
害
や
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

に
関
す
る
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
が
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。
今
回
は
、
こ
の
悪
質
リ
フ
ォ

ー
ム
工
事
と
そ
の
新
し
い
手
口
に
つ
い

て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

 

こ
れ
ま
で
の
悪
質
リ
フ
ォ
ー
ム
（
現
在

も
発
生
し
て
い
る
）
の
特
徴
・
共
通
点
。 

・
床
下
点
検
、
屋
根
診
断
等
と
称
し
て
工 

 

事
を
受
注
す
る
た
め
の
足
掛
か
り
を

つ
く
り
、
事
実
と
異
な
る
説
明
を
行
い
、

不
安
を
あ
お
っ
て
契
約
す
る
。
（
点
検

商
法
） 

・
サ
ー
ビ
ス
工
事
や
数
万
円
の
安
価
な
工

事
を
行
い
、
安
心
・
信
頼
さ
せ
て
か
ら

詐
欺
ま
が
い
の
高
額
な
工
事
を
契
約

す
る
。
（
無
料
商
法
） 

・
一
度
工
事
を
行
う
と
次
々
に
同
じ
手
口

で
複
数
の
工
事
契
約
を
迫
る
。
（
次
々

販
売
） 

・
暴
利
行
為
と
も
言
え
る
異
常
な
単
価
で

不
必
要
・
無
駄
な
部
品
、
材
料
等
が
多

用
・
乱
用
さ
れ
て
い
る
。 

・
見
積
書
が
不
充
分
で
、
し
か
も
そ
の
工

事
内
容
は
素
人
や
営
業
マ
ン
で
も
施

工
可
能
な
部
品
・
部
材
の
簡
単
な
設
置

工
事
で
あ
る
。 

・
消
費
者
契
約
法
の
不
実
告
知
、
断
定
的

判
断
の
提
供
、
説
明
義
務
違
反
、
困
惑

に
よ
る
取
り
消
し
等
に
該
当
し
、
改
正

特
定
商
取
引
法
の
再
勧
誘
の
禁
止
や

過
量
販
売
の
禁
止
等
に
も
該
当
す
る

ケ
ー
ス
が
殆
ど
で
あ
る
。 

  
 

 

①
調
湿
材
は
防
湿
シ
ー
ト
を
設
け
ず
、
土

壌
表
面
に
直
接
敷
き
込
ま
れ
て
お
り
、

調
湿
効
果
が
な
い
ば
か
り
か
、
地
面
の

湿
気
を
常
時
吸
い
続
け
、
逆
に
床
下
空

間
に
湿
気
を
呼
び
込
む
状
態
と
な
っ

て
い
る
。 

②
床
下
換
気
口
（
自
然
換
気
口
）
は
適
切

に
配
置
さ
れ
て
お
り
、
床
下
空
間
の
換

気
対
策
は
法
規
を
満
足
し
た
状
態
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
機
械
式
の
床

下
換
気
扇
を
28
台
も
乱
用
設
置
し
て

い
る
。
こ
の
工
事
は
支
払
わ
れ
た
対
価

と
し
て
、
充
分
な
耐
久
性
能
の
向
上
を

期
待
で
き
る
も
の
で
は
な
い
ば
か
り

か
、
設
置
に
伴
う
床
下
換
気
扇
廻
り
の

基
礎
の
破
壊
行
為
は
、
構
造
耐
力
上
の

安
全
性
能
及
び
耐
久
性
能
を
著
し
く

減
少
さ
せ
て
い
る
。 

③
基
礎
の
破
壊
開
口
部
は
通
風
（
風
窓
）

工
事
と
称
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ

る
が
、
床
下
空
間
は
一
体
と
し
て
全
て

つ
な
が
っ
て
お
り
、
通
風
口
を
敢
え
て

設
置
す
る
必
要
は
な
い
ば
か
り
か
、
多

数
の
基
礎
構
造
部
分
を
破
壊
し
、
危
険

な
建
物
に
変
貌
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。 

④
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
床
束
は
大
引
補
強
・
床

下
補
強
材
と
称
し
て
設
置
さ
れ
て
い

る
が
、
大
引
は
適
正
間
隔
に
設
置
さ
れ
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た
床
束
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
て
お
り
、

敢
え
て
床
束
と
床
束
の
間
に
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
床
束
を
増
設
す
る
必
要
は
な

い
。
し
か
も
、
こ
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
床

束
は
完
全
固
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
全
く

意
味
の
な
い
不
要
工
事
で
あ
る
。 

 

一
方
、
こ
れ
ま
で
の
悪
質
リ
フ
ォ
ー
ム

と
は
異
な
る
新
し
い
手
口
の
特
徴
は
次

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

・
訪
問
販
売
と
は
み
な
さ
れ
な
い
工
事
請

負
契
約
を
締
結
す
る
。
従
っ
て
、
ク
ー

リ
ン
グ
オ
フ
や
特
定
商
取
引
法
違
反

等
が
適
用
さ
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
。 

・
見
積
内
容
は
一
式
工
事
が
多
く
、
異
状

に
高
額
な
工
事
（
一
般
価
格
の
２
倍
程

度
）
で
は
あ
る
が
、
暴
利
行
為
と
ま
で

は
判
断
し
が
た
い
金
額
で
受
注
す
る
。 

・
誰
で
も
施
工
で
き
る
簡
単
な
部
品
・
部

材
の
設
置
工
事
で
は
な
く
、
屋
根
・
外

壁
・
水
廻
り
等
の
本
来
な
ら
ば
専
門
職

人
を
必
要
と
す
る
工
事
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
の
工
事
内
容
は
杜
撰
で
、
施
工

能
力
不
足
が
顕
著
で
あ
る
。 

・
施
工
前
の
状
況
写
真
等
が
な
い
限
り
、

不
必
要
・
無
駄
な
工
事
と
は
断
定
し
に

く
い
。 

・
従
来
ま
で
の
悪
質
リ
フ
ォ
ー
ム
業
者
が
、

手
口
を
変
え
て
受
注
し
て
い
る
こ
と

が
多
い
。 

  
 

 

①
既
存
外
壁
の
上
に
４
年
程
前
、
サ
イ
デ

ィ
ン
グ
を
重
ね
張
り
し
、
リ
フ
ォ
ー
ム

工
事
を
行
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
今
回
も
張
り
替
え
工
法
で
は
な
く
、

そ
の
上
に
更
に
外
壁
材
を
重
ね
張
り

し
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
行
っ
て
お
り
、

基
礎
立
ち
上
が
り
部
か
ら
の
厚
み
（
出

寸
法
）
は
70

mm
程
度
も
あ
る
。 

②
４
年
程
度
で
外
壁
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
が

劣
化
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。 

③
外
壁
は
す
で
に
３
重
と
な
っ
て
お
り
、

外
壁
荷
重
が
増
大
し
、
建
物
各
所
へ
の

負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。 

④
当
初
、
通
気
工
法
で
あ
っ
た
外
壁
が
完

全
に
塞
が
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。 

⑤
床
下
換
気
口
の
有
効
開
口
面
積
が
半

減
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。 

  

従
来
か
ら
の
悪
質
リ
フ
ォ
ー
ム
対
策

と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
語
ら
れ
て
き

ま
し
た
が
、
新
手
口
に
よ
る
悪
質
リ
フ
ォ

ー
ム
業
者
対
策
・
防
止
方
法
と
し
て
は
、

一
般
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
と
同
様
に
以
下

の
よ
う
な
事
項
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

・
会
社
概
要
や
建
設
業
の
許
可
の
有
無
、

工
事
実
績
等
の
提
示
を
要
求
し
、
可
能

な
範
囲
で
の
事
前
調
査
を
行
う
。 

・
工
事
内
容
、
工
事
範
囲
、
仕
様
等
が
不

明
な
工
事
契
約
は
し
な
い
。 

・
設
計
図
、
仕
様
書
、
見
積
明
細
書
、
工

事
請
負
契
約
約
款
、
工
程
表
等
が
添
付

さ
れ
て
い
な
い
契
約
は
し
な
い
。 

・
契
約
内
容
に
つ
い
て
、
家
族
や
知
人
等

に
相
談
し
意
見
を
聞
く
。 

・
契
約
前
に
第
三
者
の
専
門
家
に
よ
る
契

約
内
容
の
評
価
を
受
け
る
。 

・
第
三
者
の
専
門
家
に
工
事
中
の
検
査
を

依
頼
す
る
。 

 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
少
し
で
も
疑
問
等
を

感
じ
た
ら
、
最
寄
り
の
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
や
当
会
等
に
相
談
し
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。 

 

 

7
月
25
日
（
土
）
品
川
区
立
総
合
区

民
会
館
（
き
ゅ
り
あ
ん
）
に
お
い
て
、
今

年
度
第
1
回
目
の
研
修
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

第
1
時
限
目
は
「
建
築
物
現
地
調
査
」 

と
題
し
て
、
株
式
会
社
ア
ミ
ッ
ク
の
土
橋 

勉
氏
（
営
業
担
当
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
の
講

義
で
し
た
。
株
式
会
社
ア
ミ
ッ
ク
は
、
建

築
物
の
非
破
壊
検
査
な
ど
を
行
っ
て
い

る
横
浜
の
会
社
で
、
私
た
ち
の
活
動
上
も

参
考
に
な
る
調
査
の
実
際
に
つ
い
て
講

義
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

講
義
は
資
料
を
も
と
に
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
劣
化
調
査
及
び
強
度
調
査
、
配
筋
調
査
、 

鉄
骨
調
査
、
傾
斜
調
査
、
外
壁
調
査
、
給

排
気
設
備
及
び
給
排
水
設
備
点
検
調
査

の
各
調
査
に
つ
い
て
、
調
査
方
法
、
使
用

機
器
（
写
真
）
紹
介
、
調
査
結
果
記
載
例

等
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

■
２
０
１
５
年
度 

第
１
回
研
修
会
報
告 
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配
筋
調
査
で
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
内
部

の
鉄
筋
本
数
、
ピ
ッ
チ
、
か
ぶ
り
厚
さ
等

の
調
査
に
つ
い
て
、
柱
、
梁
、
壁
、
床
に

お
け
る
電
磁
波
レ
ー
ダ
法
、
電
磁
誘
導
法

に
よ
る
例
示
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

又
、
外
壁
調
査
で
は
、
通
常
の
打
診
法

の
他
、
赤
外
線
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
よ

る
調
査
法
の
紹
介
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
外
壁
タ
イ
ル
等
の
表
面
温
度
分
布
を

可
視
化
す
る
こ
と
で
異
常
高
温
部
を
検

出
し
、
剥
離
個
所
を
特
定
で
き
る
よ
う
で

す
。
高
所
作
業
車
に
よ
る
調
査
な
の
で
、

足
場
を
組
ま
ず
に
調
査
可
能
と
の
こ
と

で
、
安
全
面
・
コ
ス
ト
面
で
優
秀
な
よ
う

で
す
。 

 

そ
の
後
、
一
般
社
団
法
人
非
破
壊
検
査

工
業
会
の
調
査
・
検
査
の
実
施
状
況
等
の

ビ
デ
オ
を
観
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

第
２
時
限
目
は
当
会
の
武
田
学
理
事

に
よ
る
講
義
で
、
「
欠
陥
ト
ラ
ブ
ル
の
対

処
法
と
相
談
者
へ
の
助
言
」
を
テ
ー
マ
に
、

設
問
に
対
し
講
師
と
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ

が
意
見
を
述
べ
る
も
の
で
し
た
。
講
師
と

参
加
者
双
方
が
意
見
や
考
え
を
述
べ
る

形
の
研
修
は
当
会
初
の
試
み
、
と
の
事
で

す
。 

 

 

第
1
例
は
、
タ
イ
ル
の
浮
き
の
事
例
で

し
た
。
こ
れ
は
当
会
15
周
年
記
念
事
業

「
実
例
欠
陥
建
築
集
」
に
掲
載
予
定
の
も

の
を
参
考
例
と
し
た
も
の
で
、
分
譲
マ
ン

シ
ョ
ン
の
外
壁
タ
イ
ル
剥
落
事
故
が
生

じ
、
剥
落
部
及
び
剥
落
部
周
辺
の
タ
イ
ル

を
剥
が
し
た
状
態
が
写
っ
た
事
例
で
す
。

タ
イ
ル
を
剥
が
し
た
下
地
コ
ン
ク
リ
ー

ト
面
は
、
ジ
ャ
ン
カ
や
大
き
な
コ
ン
ク
リ

ー
ト
欠
損
が
見
ら
れ
、
一
部
に
鉄
筋
も
見

え
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
状
態
に
対
し
、
業
者
は
「
タ
イ
ル

屋
が
悪
か
っ
た
か
ら
低
圧
注
入
で
補
修

し
ま
す
。
」
と
言
っ
て
、
該
当
箇
所
を
補

修
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
時
・
・
・ 

①
ジ
ャ
ン
カ
は
全
体
に
及
ん
で
い
る

可
能
性
は
な
い
か
？ 

②
築
11
年
な
の
で
、
業
者
は
「
も
う
責

任
が
な
い
」
と
の
一
点
張
り
。
相
談

者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
？ 

③
タ
イ
ル
を
剥
が
し
て
原
因
確
認
す

る
費
用
を
業
者
に
負
担
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
？ 

④
剥
が
し
た
結
果
、
単
純
に
タ
イ
ル
の

浮
き
だ
っ
た
ら
剥
が
し
た
費
用
は

ど
う
な
る
か
？ 

⑤
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
タ
イ

ル
を
剥
が
す
場
合
の
管
理
組
合
の

承
認
は
？ 

等
の
設
問
が
あ
り
、
研
修
会
参
加
者
が
そ

れ
ぞ
れ
に
意
見
や
考
え
を
述
べ
ま
し
た
。 

◆
原
因
究
明
が
大
事
だ
か
ら
、
他
の
部

分
も
剥
が
し
て
確
認
す
べ
き
だ
！ 

◆
他
の
部
分
を
剥
が
し
て
、
問
題
が
な

け
れ
ば
管
理
組
合
負
担
、
問
題
が
あ

れ
ば
業
者
負
担
を
提
案
し
た
ら
ど

う
か
！ 

◆
大
規
模
修
繕
の
準
備
行
為
と
し
て

の
調
査
と
で
き
な
い
か
！ 

◆
タ
イ
ル
の
浮
き
は
、
品
確
法
に
お
け

る
構
造
耐
力
上
の
問
題
？
雨
水
浸

入
の
問
題
？ 

◆
タ
イ
ル
が
剥
落
し
た
場
合
、
人
に
危

害
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
り
、
基
本

的
安
全
性
を
問
え
る
の
で
は
な
い

か
！ 

等
々
、
い
ろ
ん
な
意
見
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

そ
の
他
、
第
3
例
の
擁
壁
の
ク
ラ
ッ
ク

事
例
（
擁
壁
高
さ
1.8
ｍ
）
に
関
し
て
は
。 

 

◆
事
例
写
真
か
ら
、
鉄
筋
の
か
ぶ
り
厚

さ
も
と
れ
て
い
な
い
た
め
、
ク
ラ
ッ

ク
は
当
然
！ 

 

◆
２
ｍ
以
下
だ
か
ら
、
か
ぶ
り
厚
さ
規

定
は
適
用
さ
れ
な
い
と
業
者
が
言

っ
て
も
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
４
（
日
本
建
築

第 1時限目の研修会風景 

武田学理事による講義 

第 2時限目の研修会風景 
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学
会 

建
築
工
事
標
準
仕
様
書
の

「
地
業
お
よ
び
基
礎
ス
ラ
ブ
編
」
）
で

問
え
る
の
で
は
な
い
か
！ 

 

◆
地
耐
力
調
査
を
隣
地
側
か
ら
実
施

し
た
ら
ど
う
か
！ 

等
の
意
見
が
出
ま
し
た
。 

 

盛
ん
な
意
見
交
換
の
中
で
時
間
の
都

合
上
、
研
修
会
終
了
と
な
り
、
６
事
例
中

３
事
例
を
残
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
引
き

続
き
次
回
の
研
修
会
に
お
い
て
、
意
見
交

換
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
回
の
第
2
時
限
目
の
よ
う
な
研
修

会
形
式
は
、
多
く
の
建
築
Ｇ
メ
ン
の
考
え

方
等
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
調
査
の
質
向

上
等
の
観
点
か
ら
も
意
義
の
あ
る
も
の

と
思
い
ま
し
た
。
第
1
時
限
目
で
は
、
調

査
機
器
の
実
物
を
手
に
し
、
試
験
的
機
器

操
作
等
が
行
え
た
ら
、
よ
り
一
層
良
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 

 

 

排
水
鋳
鉄
管
（
Ｃ
Ｉ
Ｐ
）
は
、
昭
和
32

年
か
ら
昭
和
46
年
の
間
に
製
造
さ
れ
た
。

こ
の
当
時
の
多
く
の
マ
ン
シ
ョ
ン
や
ビ

ル
の
排
水
設
備
に
用
い
ら
れ
た
。
材
質
は

ね
ず
み
鋳
鉄
（
一
般
鋳
鉄
）
で
、
切
断
面

は
ね
ず
み
色
で
あ
る
。
種
類
に
は
一
種
管

（
外
径
112

mm
、
肉
厚
6.0

mm
、
内
径
100

mm
）
と
ニ
種
管
（
外
径
109

mm
、
肉
厚
4.5

mm
、
内
径
100

mm
）
が
あ
り
、
同
じ
呼
び

径
で
も
外
径
、
肉
厚
が
異
な
る
。
色
は
黒

色
と
赤
色
が
あ
る
が
、
メ
ー
カ
ー
は
色
に

よ
る
区
別
は
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
目

視
で
は
管
種
の
判
断
が
難
し
い
。 

鋳
鉄
管
の
配
管
に
は
ル
ー
ル
が
あ
り
、

差
し
込
み
側
と
受
け
口
に
方
向
性
が
あ

る
。
又
、
一
種
管
と
二
種
管
を
組
み
合
わ

せ
て
使
用
す
る
場
合
、
上
流
側
に
一
種
管
、

下
流
側
に
二
種
管
を
使
用
す
る
。
現
在
、

集
合
管
や
Ｄ
Ｖ
Ｌ
Ｐ
の
継
手
は
、
ダ
ク
タ

イ
ル
鋳
鉄
に
な
っ
て
お
り
、
ね
ず
み
鋳
鉄

と
比
べ
材
質
に
粘
り
が
あ
り
衝
撃
に
強

く
、
塗
装
は
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
を
塗
布
し
て

い
る
た
め
剥
が
れ
に
く
く
、
表
面
も
滑
ら

か
で
あ
る
。
炭
素
鋼
管
（
Ｓ
Ｇ
Ｐ
）
は
俗

に
白
ガ
ス
管
と
呼
ば
れ
て
い
て
、
雑
排
水

や
通
気
用
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。
内

面
は
ラ
イ
ニ
ン
グ
加
工
等
の
処
理
を
し

て
い
な
い
。
継
手
は
ド
レ
ネ
ジ
継
手
を
使

用
し
、
配
管
と
の
接
合
は
ネ
ジ
接
合
で
あ

る
。 こ

れ
ら
の
劣
化
診
断
に
は
Ｘ
線
や
、
内

視
鏡
で
調
査
す
る
の
が
一
般
的
だ
と
思

う
が
、
こ
れ
に
は
多
く
の
欠
点
が
あ
る
。 

 

調
査
箇
所
の
選
択
が
そ
れ
で
あ
り
、
Ｘ
線

の
場
合
減
肉
は
わ
か
る
が
、
直
管
部
分
や

Ｘ
線
カ
メ
ラ
が
セ
ッ
ト
で
き
る
箇
所
に

限
ら
れ
、
内
視
鏡
で
は
汚
れ
や
、
サ
ビ
の

状
態
し
か
わ
か
ら
な
い
た
め
、
平
均
的
な

状
態
し
か
把
握

で
き
な
い
。 

①
の
写
真
は

一
種
鋳
鉄
管
の

継
手
を
抜
き
取

っ
た
管
端
部
で

あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 

排
水
管
か
ら

の
漏
水
は
局
所

で
あ
り
、
継
手

の
接
続
部
で
あ
る
。
特
に
立
て
管
か
ら
横

引
き
に
な
る
部
分
、
横
引
き
管
の
合
流
部
、

排
水
勾
配
の
な
い
部
分
、
配
管
の
ネ
ジ
部

が
さ
び
て
い
る
箇
所
を
重
点
的
に
見
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
立
て
管
最
下

部
の
継
手
を
そ
っ
く
り
抜
き
取
る
方
法

は
も
っ
と
も
有
効
で
あ
る
。 

②
の
写
真
は
、

①
の
減
肉
部
を

切
り
取
っ
た
部

分
で
、
端
部
が

欠
落
し
て
い
る

の
が
わ
か
る
。

又
、
孔
食
も
見

ら
れ
る
が
、
こ

の
部
分
は
継
手

部
に
は
ま
っ
て

い
る
部
分
で
あ
る
た
め
、
通
常
、
目
視
で

は
わ
か
ら
な
い
部
分
で
あ
る
。 

③
の
写
真
は
、
立
管
直
近
の
横
引
き
の

一
種
鋳
鉄
管
を
く
り
抜
い
て
、
内
部
を
見

た
も
の
で
あ
る

が
、
管
内
面
の

管
底
か
ら
管
頂

の
全
面
が
錆
で

覆
わ
れ
て
い
る
。

管
底
に
は
、
樹

木
の
皮
の
よ
う

に
何
層
に
も
錆

が
重
な
り
合
っ

て
い
た
。 

④
の
写
真
は
劣
化
し
た
Ｓ
Ｇ
Ｐ
の
通

気
配
管
で
、
ス
ラ
ブ
に
継
手
が
埋
ま
っ
て

い
る
。
継
手
の
上
部
は
、
破
断
し
て
い
る
。

継
手
下
部
が
錆
び
て
、
輪
の
よ
う
に
見
え

《
設
備
コ
ラ
ム
》 

排
水
鋳
鉄
管
及
び 

鋼
管
の
劣
化
の
現
状 

 

文
責 

正
会
員 

織
笠 

聡 

（
一
級
管
工
事
施
工
管
理
技
士 

・
建
築
Ｇ
メ
ン
） 
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る
部
分
も
破
断

し
て
い
る
。
臭

気
と
湿
気
が
あ

る
場
合
、
継
手

部
の
破
断
を
疑

っ
て
み
る
こ
と

も
重
要
で
あ
る
。 

劣
化
配
管
の

対
処
方
と
し
て
、

更
新
と
更
生
が

あ
る
。
ど
ち
ら
の
方
法
も
可
能
、
不
可
能

部
分
が
あ
り
、
排
水
の
規
制
も
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
、
入
居
者
の
理
解
と
協

力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
一
戸
で
も
規
制
に

協
力
し
て
も
ら
え
な
け
れ
ば
、
更
新
更
生

は
で
き
な
い
。
更
生
の
場
合
、
管
内
の
錆

を
超
高
圧
洗
浄
（
10
～
20

Mps
）
や
チ
ェ

ー
ン
を
回
転
さ
せ
は
が
し
取
る
為
、
更
生

後
の
確
認
が
重
要
で
あ
る
。 次

の
写
真
は
、

鋳
鉄
の
異
形
管

が
ス
ラ
ブ
に
埋

め
ら
れ
て
い
た

た
め
、
更
新
で

き
ず
、
洗
浄
、

錆
除
去
後
ラ
イ

ニ
ン
グ
に
よ
る

更
生
を
行
っ
た

も
の
。 

私
の
今
ま
で

の
鋳
鉄
管
、
鋼

管
を
見
て
き
た

経
験
で
は
、
一

部
分
か
ら
の
臭

気
、
湿
気
、
漏

水
は
、
応
急
処

置
後
す
み
や
か

に
全
体
の
対
処

法
の
検
討
を
し
な
け
れ
ば
以
下
の
写
真

の
状
態
に
な
り
か
ね
な
い
。 

こ
の
写
真
は
、
築
50
年
経
過
し
た
天
井

内
鋳
鉄
管
の
漏

水
を
、
７
ヶ
月

前
に
応
急
処
置

を
施
し
て
、
早

急
に
対
処
す
る

よ
う
注
意
を
し

て
い
た
案
件
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、

階
下
の
被
害
が

大
き
く
な
る
前

に
、
老
朽
化
し
た
配
管
は
早
期
に
対
処
を 

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
認
識
し

て
お
い
て
も
ら
い
た
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

２
０
１
５
年
度
第
２
回
研
修
会
の
ご
案
内 

▽
日
時 

２
０
１
５
年
９
月
26
日
（
土
） 

 

 
 
 
 
 

13
時
30
分
～
16
時
45
分 

▽
場
所 

品
川
区
立
総
合
区
民
会
館 

（
き
ゅ
り
あ
ん
）
５
階
第
３
講
習
室 

▽
交
通 

JR
／
東
急
線 

大
井
町
駅
前 

▽
講
演
内
容 

一
時
限 

「
実
践
建
築
Ｇ
メ
ン
の
業
務
」 

講
師 

大
川
照
夫
（
当
会
理
事
長
） 

二
時
限 

「
欠
陥
ト
ラ
ブ
ル
の
対
処
法
と
相
談
者
へ
の
助
言
」 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：
武
田
学
（
当
会
理
事
） 

▽
参
加
費 

会
員
四
千
円
（
非
会
員
五
千
円

） 

▽
主
催
・
問
合
せ 

建
築
Ｇ
メ
ン
の
会 

℡
（
０
３
・
６
４
２
６
・
１
３
５
０
） 

  

～
編
集
後
記
～ 

 

今
、
国
会
で
は
集
団
的
自
衛
権
の
審
議

で
も
め
て
い
ま
す
。
第
一
次
世
界
大
戦
は
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
皇
太
子
が
殺
害
さ
れ

て
始
ま
り
ま
し
た
。
当
初
は
二
国
間
の
戦

争
が
世
界
を
巻
き
込
む
大
戦
と
な
り
、
多

く
の
戦
死
・
戦
傷
者
が
で
ま
し
た
。
こ
れ

ほ
ど
の
大
戦
と
な
っ
た
原
因
は
、
当
事
国

そ
れ
ぞ
れ
の
軍
事
同
盟
か
ら
、
多
数
の
国

が
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
た
も
の
で
す
。 

 

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
要

請
で
参
戦
さ
せ
ら
れ
た
韓
国
の
若
者
が

多
数
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
に
対
し

て
ア
メ
リ
カ
の
要
請
が
な
か
っ
た
の
は
、

我
が
国
の
憲
法
下
に
お
い
て
集
団
的
自

衛
権
は
憲
法
違
反
で
あ
る
と
ア
メ
リ
カ

も
理
解
し
て
い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

一
方
で
、
究
極
的
な
平
和
の
た
め
に
、

安
全
保
障
関
連
法
案
は
必
要
と
す
る
多

く
の
意
見
が
あ
り
ま
す
。
確
か
に
「
平
和

を
望
む
」
と
言
っ
て
い
れ
ば
平
和
に
な
る

ほ
ど
甘
い
世
の
中
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
「
平

和
は
力
で
は
保
た
れ
な
い
。
平
和
は
た
だ

分
か
り
合
う
こ
と
で
達
成
で
き
る
。
」
と

語
っ
て
い
ま
す
。 

 

国
会
の
審
議
も
必
要
な
も
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
国
民
の
総
意
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
最
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
（
Ｈ
・
Ｋ
） 

 

□
実
例
欠
陥
建
築
集
・
木
造
編 

次
ペ
ー
ジ
に
、
当
会
の
１０
周
年
記
念
事

業
と
し
て
作
成
し
た
「
実
例
欠
陥
建
築

集
・
木
造
編
」
の
一
部
を
、
掲
載
い
た
し

ま
す
。
今
後
も
順
次
掲
載
い
た
し
ま
す

（
紙
面
の
都
合
に
よ
る
不
定
期
掲
載
）
。 

事事
務務
局局
かか
らら
のの
おお
知知
らら
せせ  
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